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要  約 

本試験は黒毛和種の自然哺育において、離乳時の母牛の発声数軽減を目的に、母子同居型の離

乳とその後の牛の移動方法について調査した。なお、母牛の発声数は離乳及び牛を移動した翌

日、1時間計測し比較した。 

1．母子両方を移動して離乳した場合（n=7）の母牛の発声数は中央値 180 回（132～277 回）、子

牛のみを移動して離乳した場合（n=4）の母牛の発声数は中央値 121 回（83～206 回）で有意な

差はなかった。一方、カナダで開発された離乳道具 Quiet Wean（以下、QW）で母子同居型で離

乳した場合（n=10）の母牛の発声数は中央値 4 回（0～71 回）で有意に少なかった。 

2．QW で離乳し、2 週間後に母子両方を移動した場合（n=5）の母牛の発声数は中央値 157 回

（112～164 回）で、QW を使用せず移動した場合と有意な差はなかった。 

3．QW で離乳し、2 週間後に子牛のみを移動した場合（n=5）の母牛の発声数は中央値 49 回（9～

73 回）で、母子両方を移動した場合より有意に少なかった。また、さらに子牛を移動した 2週

間後に母牛を移動した場合（n=5）の母牛の発声数は中央値 1 回（1～11 回）と少なかった。 

このことから、QW で離乳し、2週間後に子牛を先に移動し、さらに 2 週間後に母牛を移動す 

ることにより母牛の発声数は軽減することが示唆された。 

 

 

緒  言 

 自然哺育において母子を別々の場所へ移動して離乳した場合、牛は離乳、母子分離、移動の３

つのストレスを同時に受けると推測され、離乳後は母子ともに数日間鳴き続け騒音となる。当試

験場でも子牛は育成用牛舎へ、母牛は繁殖用牛舎へ移動して離乳している。著者らは子牛のスト

レスを軽減する離乳方法を検討するため、子牛の鼻に装着することで飼料の摂食や飲水はできる

が、母乳吸飲ができなくなる QW を使用した母子同居型の離乳方法を検討したところ、子牛のコル

チゾールは QW を装着したことにより逆に増加し、生理的指標によるストレス軽減効果は確認でき

なかった。しかし、QW を使用して離乳すると子牛の歩数や発声 

などの行動が大きく減少したことから、騒音を解

消する有効な離乳方法であることが推察された。

本県は住宅地に近い農場も多いため、離乳時の発

声による騒音を軽減することは有意義なことであ

る。離乳時の発声は母牛においても見られるた

め、さらに母牛の発声数軽減を目的に、QW を使用

した母子同居型の離乳とその後の牛の移動方法に

ついて調査した。 

 

 
図 1 QW による親子同居型離乳の様子① 
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材料及び方法 

1．供試牛 

当試験場で飼養する黒毛和種繁殖牛、延21頭（3～18歳、2～14産）を供した。 

2．離乳時期 

分娩から62～74日目に離乳した。 

3．給与飼料 

母牛の配合飼料は分娩後から3kg/日を給与し、離乳予定日の3週間前から2.0Kg/日、1.0Kg/日

、0.5Kg/日と１週間ごとに徐々に減量した。粗飼料（チモシー、イタリアン）は約6～8kg/日を

制限給与した。 

4．飼養環境 

哺育期間は母子1組当たり3.25×8.10mの単房式牛舎で飼養した。また、離乳後に子牛を移動

する育成用牛舎と母牛を移動する繋留式の繁殖用牛舎は約110～140m離れており、お互い視覚的

に確認できない。 

5．試験方法 

1）試験1   

試験区（10頭）は離乳日に子牛の鼻にQWを装着し母子同居型で離乳した。対照区は母子を

分離して離乳した。そのうち、対照区1（7頭）は離乳日に母子両方を移動して離乳した。対

照区2（4頭）は離乳日に母牛を移動せず、子牛のみを移動して離乳した。母牛の発声数の測

定は、離乳の翌日、採食から1時間以上経過した休息時（午前11～12時）に声の大きさに関わ

らず1時間計測し、3群をKruskal-Wallis検定、Steel法により比較した。なお、発声数の計測

日は母牛の発情日と重ならないようにした。 

2）試験2   

  試験区（5頭）はQWにより母子同居型で離乳した2週間後、母子両方を移動した場合の母牛

の発声数を計測し、QWを使用せずに母子両方を移動した場合（試験1の対照区1）と比較した

。発声数の測定は、母子を移動した翌日、試験1と同様の方法で計測し、Mann-Whitney U検定

を行った。 

3）試験3  

  QWにより母子同居型で離乳した2週間後、試験区（5頭）は母牛を移動せず子牛のみを移動

した場合の母牛の発声数を計測し、母子両方を移動した場合（試験2の試験区）と比較した。

発声数の測定は、子牛を移動した翌日、試験1と同様の方法で計測し、Mann-Whitney U検定を

行った。 

また、子牛を移動した2週間後に母牛を移動し、翌日の母牛の発声数も同様に計測した。 

 

 

成  績 

1. 試験 1 

対照区 1（母子両方を移動して離乳した場合）の母牛の発声数は中央値 180 回（132～277

回）であった。対照区 2（子牛のみを移動して離乳した場合）の母牛の発声数は中央値 121 回

（83～206 回）で対照区 1と有意な差はなかった(図 3)。一方、試験区（QW により母子同居型

で離乳した場合）の母牛の発声数は中央値 4 回（0～71 回）で対照区 1 及び対照区 2 より有意

に減少した(図 3)。なお、試験区において発声数が少ない母牛（0～7 回）6頭と多い母牛（70

～91 回）4 頭に差が認められたため（図 4、P<0.05）、両群間における哺乳子牛の離乳前 4 週

間の１日増体量を比較したが差は認められなかった (表 1)。 

2. 試験 2 

QW により母子同居型で離乳した 2 週間後、母子両方を移動した場合の母牛の発声数は中央値
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157 回（112～164 回）で、QW を使用せずに母子両方を移動した場合と有意な差はなかった(図

5)。 

3. 試験 3 

QW により母子同居型で離乳した 2 週間後、母牛を移動せず子牛のみを移動した場合の母牛の

発声数は中央値 49 回（9～73 回）で、母子両方を移動した場合より有意に減少した(図 6)。ま

た、さらに子牛を移動した 2 週間後に母牛を移動した場合の母牛の発声数は中央値 1 回（1～11

回）と少なかった。 

 

〈試験 1〉 
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〈試験 2〉                     〈試験 3〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考  察 

海外においては、QW と同様に子牛の鼻に装着し母乳吸飲ができなくなる nose-flap（以下、

NF）により母子同居型で離乳した後に子牛を移動した場合、NF を使用しないで移動するより子牛

の歩行や発声が大きく減少することが報告されている 2)3)4)。また、母牛の発声数については、肉

用子牛に哺乳させるためにグループ化された里親の乳用種牛（Swedish Holstein 及び Swedish 

red dairy cow）（以下、里親牛）において、哺乳子牛に NF を装着し母子同居型で離乳した場

合、子牛を移動して離乳するより里親牛の発声数は最も多い時間帯で 1/10 に減少したと報告して

いる 5)。また、NF で離乳し 2 週間後に子牛を移動した場合、NF を使用せずに移動するより里親牛

の発声数が有意に減少したと報告している 5)。なお、本報告では子牛への哺乳中止以降も里親牛は

1日 2回搾乳されている。また、子牛との分離は子牛のみを移動しており、移動後の子牛は里親牛

から見える位置で飼養され里親牛は元の位置に留められている。そのような条件においても里親

牛は子牛を移動すると多くの発声が見られるが、NF で離乳した後に子牛を移動すると里親牛の発

声数は有意に減少したと報告している 5)。さらに、Aberdeen Angus×Hereford 種においても、NF

で離乳し 2 週間後に子牛を移動した場合、NF を使用せず移動するより母牛の発声数は有意に減少

したと報告している 6)。 

今回、自然哺育の黒毛和種においても海外の報告と同様、母子同居型の離乳は母子を分離して

離乳するより母牛の発声数が有意に軽減することが示唆された。ただ、発声数が少ない母牛と多

い母牛に差が認められた。離乳後の発声数が多い母牛の哺乳子牛は 1 日増体量が高かったとの報

告 7)があることから、発声数が少ない母牛と多い母牛の哺乳子牛の離乳前 4週間の 1日増体量を比

較したが差はなく、母牛の個体差によるものと推察した。 

QW により母子同居型で離乳した 2 週間後、母子両方を移動した場合の母牛の発声数は、QW を使

用せず移動した場合と有意な差はなかった。そこで、QW で離乳し 2週間後に先に子牛のみを移動

したところ、母牛の発声数は有意に減少し他の報告 5)6)と一致した。また、その 2週間後に母牛を

移動した時も発声数は少なく、離乳、母子分離、移動のストレスを分散することにより母牛の発

声数は軽減できることが示唆された。子牛は QW で離乳し 2 週間後に移動する 2 段階の離乳で発声

は有意に減少した 1)が、母牛は減少しなかった。そこで、飼養スペースの効率性から離乳に際し母
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子両方を移動させる必要がある場合は、QW により母子同居型で離乳し、2 週間後に子牛を先に移

動し、さらに 2 週間後に母牛を移動することにより離乳時の発声数は母子共に軽減できると推察

された。 
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